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イチゴ「さちのか」の半促成栽培における低温遭遇時間と電照利用技術
鹿野 弘・大沼康

(宮城県農業・園芸総合研究所)
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1 1ま じ め に

宮城県におけるイチゴの半促成栽培は,冬期の温度維
持が困難な県北部の無加温パイプハウスや,県南部の促
成栽培の労働力分散を図るため補完作型として行われて
いる。近年促成栽培イチゴの品種構成は「女峰」,「麗紅」
から「 とちおとめ」,「 さちのか」へ急速に更新されつつ

ある。このため半促成栽培においても新品種への更新が

必要であるが「さちのか」は自然条件において花芽分化
がやや遅いこと,5～ 6月 にも果実硬度が高いことから

半促成栽培への適応性も高いと考えられる。
そこで,イ チゴ「さちのか」の半促成栽培における低

温遭通時間と電照利用方法を検討した。

2試 験 方 法

(1)試験年次 1998～ 節lXl年

(2)試験場所 宮城県農業・園芸総合研究所
園芸栽培部 6,7号バイプハウス

(3)試験区の構成及び耕種概要
1)試験 1.「 さちのか」,「女峰」を供試し,露地で育苗

したポット苗を5℃以下低温遭遇時間を変えて加温
ハウス内に定植した。

150時間区(156時間 11/25)

2Xl時間区(2115時間 lV29)
250時間区(257時間 12/3)

■晉彗誓普晉昔豊暑腎者装しし,定植と同時に開始。
1999年 277ま で電照を行つた。上記 ()内は実測し
た遭退時間及びその暦日。定植苗は平成 1998年 8/11

に露地へ価値,10/12に 12cmポ ツトヘ鉢上げし,各
低温遭遇時間に達した時,加温したハウスヘ定値。

2)試験 2.5℃以下低温遭通時間約 2Ю 時間で保温開始 ,

日長延長 3時間の電照とし,20∞ 年 2/6(短期電照)

及び ν%(長期電照)の電照打ち切り区を設けた。

保温開始は 1999年 12/6,5℃以下低漁漕遇時間は 196

時間であつた。電照は保温開始と同時に行つた。
3)試験 3.「さちのか」を供試し,5℃以下低温遭遇時

間 150時間で保温開始し日長延長 3時間の電照を行
い,頂果房開花後の日数を目安とした電照打ち切り

時期を検討した。
4)試験 4.5℃以下低温遭遇時間を 50～ 250時間の区

を設定し,頂果房開花後の日数を目安とした電照打
ち切り時期の生育,出現果房数を検討した。

頂果房開花日
〃

〃

〃

0日 (1/10)

on Strawbeny Variety "Satinoka"

Research Center )

250時間

頂果房開花日
〃  10日後
〃  "日 後
〃  ω 日後

無電照
露地でプランターに定値し,各低温遭遇時間に達した

段階で,最低気温 6℃の加温ハウスヘ搬入。

電照は3時間の日長延長方式

(4)耕種概要
電照は 75W白熱電球 5個/a設置。
施肥,N-20,Pn-1 2kg,κ O-2.Okg/a

(イチコ
゛
エース;NKロンク

゛
140日 , 180日 タイフ

゜
とカニカ

゛
ラ

有機汲び重焼燐の配合肥料 )

栽植密度,う ね幅 115cln,株 間獅 ,

2条高うね(870カ a)。

温度管理,内張カーテン 1層 ,温風暖房機使用。

3 試験結果及び考察

(1)試験 1。「さちのか」,「女峰」とも低温遭遇時間が長
いほど葉柄長は長く,草高が高く旺盛な生育となつた(表

1)。 同一低温遭遇時間では,「さちのか」が「女峰」よ
り旺盛であつた。5月 までの収量は「女峰」では,低温

遭遇 150時間及び 2110時間で高くなつた (表 2)。「さち
のか」の収量は低温遭遇 150時間で最も高く,2Xl時間

以上では低温遭遇時間が長いほど4月～5月 の収量が低
く,休眠覚醒が過多となり果房の発生が減少したものと

考えられた。
(2)試験 2.低温遭遇時間

"0時
間と一定にし,電照期

間の長短が「さちのか」,「女峰」に及ぼす影響を検討し

たところ,葉柄長,草高,ランナー数から判断して「さちの

か」は「女峰」より電照期間の長短が生育に影響しやす
いものと考えられた (表 3)。

(3)試験 3.5℃以下低温道遇時間 150時間で保温を開始
し、3時間の日長延長電照を頂果房開花後 10～

"日
ま

で行うことで連続出薔し4～ 6月の収量が増加した (図

1)。 頂果房開花 ∞ 日後以降の電照継続では、ランナー

の発生が増加し、連続出薔しなくなつた (図 2)。

(4)試験 4.無電照,5℃以下低温遭遇時間 2Xl時間の保

温開始に比較し,5℃以下低温遭遇時間 lKXl時間以下の

電照利用は草高が低く,ラ ンナー数が増加した(図 3,4)。

また,低温遭遇時間 2fXl時間以上での電照利用は,草高

も高くなりすぎ休眠覚醒渦多と考えられた。試験 3で収

量の高かつた低温遭遇 150時間での保温開始・頂果房開

花 10～ 21D日 後電照打ち切りにおける草高及びランナー

発生状況から判断すると,無電照では 200時間の保温開

始が適当と考えられた。

4ま と め

「さちのか」は「女峰」に比べ電照に対する生育反応
が強く現れるため,「さちのか」の電照半促成栽培では

低温遭遇 150時間で保温し,頂果房開花 10日～η 日後
まで日長延長3時間の電照を行うことにより全期間の収

量が安定するものと判断された。また,無電照での保温

開始は低温遭遇 2Xl時間程度と推察された。

LoE',&.o@,
20 E&.(LB1)
30Et&@e)

はの日長延長
最低気温は6℃に加温。0内は暦日。

50時間
lllll時間
150時間
2110時間

3時間。

-239-



東 北 農 業 研 究 第 55号 (2002)

表1低温遭遇時間が生育に及ぼす影響
(1999年 2月 25日 )

第3葉

IE温遣遇 品種 車富 車幅 葉数 葉身長 難 葉犠 着花数 収壌

時間    (m)は 0(枚 )(mm)6m)(mm)個 )開始日

1∞時間 女峰   12  25 60  63  54  80 152 2/,3
あ のが  16   28   55    72   62   117   99  2/17

,506開  女嬌   18  32 66  フ8  67 117 150 2/13
さちのか 20  32  62  77  711  140  04 2/13

2∞時間 女峰   ,8  30 60  73  64 112 143 2/17
さちのが 23  35  02  82  71  162  64 2/17

2511時間 女峰  24  36 12  90  78 100 13 2/17
さちのが  20   30   60   99   88   200  56  2/,7

300m間 女嬌  27  40 55  97  フ9 179 98 2/17
あ のが 23 00 55  90 79 132 53 2/17

わ 電猥|よ保ユ開始日から199"曖月7日まで日長疇 間モ尋。

表2 低温遭遇時間別の月別商品果収量  (1999年度 )

`=遭
週    2月 3月

電熙終了時

"
図1低温遭遇時間 150hで の電照終了時期と収量の関係

(m∞ 年度)
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図2低温遭遇時間 5ぬ での電照終了時期と

薔
=■

■     2-3月 ||
時 ロ エ

` 
収 二 平均!彙 菫商品暴率

3[  (kr) C) (%)
100時 面

女  Ⅲ

さらの か

150嗜 田

女  饉

きちの か

200時 日
女  饉

さちの か

250け 田

さちの か

000時 田

注)電照は保温開始日から
1999年 2月 7日 まで日長 3

時間延長。商品果は 6g以上

の正形果 と 8g以 上の奇形

果。商品果率は果重割合。
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図3低温遭遇時間と電照終了時期の違いが
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表3 低温遭遇 2110時間における電照期間長短が生育 草高に及ぼす影響
に及ぼす影響 (allXl年 3月 15日 )

(2KXXl年度 )

"01■
月8日鏡

"葉
     頂集, ラン■  収菫

区別  車高  葉身曇  業輌  葉柄長 着果数 発生数 開始日

(mm) (mml (mω  (mml  個 )  (本) (月 日)

短期電照

さちのか  259   92   71   157   ■1   よ0

女 峰 26,34 73189,1 10
長期電照

″

″

あ のが 31D  03   77  209  :Ci  42  2/27
女 峰 235  94   ,7  :89  125  16  2/27

∫ご∫
警 了嘲

図4 低温遭遇時間と電照終了時期の違いが
ランナー発生本数に及ぼす影響 (20∞ 年度 )

け口及び  収量 平均1泉 ■ 
“

二 平均l果 菫 収量 平均1果 重 収■ 平均1果 菫

2

わ 短期電■は″け で 長期teは 2/28日 まで電捩実施 .
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